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　１５）　下屋根部

１－２３　各部の基本納まり図

①基本納まり

●下屋根部は外壁通気構法の「吸気」、浸入水などの「排水」を行います。

●端あき距離、先孔については、P３９をご参照ください。

●雨ハネ回避、吸気・排水のため、モエンと雨押えの間には１０～１５㎜の隙間を設けます。

●棟側を縦胴縁のみで納める場合は、防水紙と雨押えの間に必ず両面防水テープを施工します。

　 横胴縁で防水紙を押さえる場合は、両面防水テープは必要ありません。

※流れ側は必ず横胴縁を取り付けます。

＜横胴縁あり＞

棟側 流れ側

＜横胴縁なし＞

＜横胴縁あり＞

＜横胴縁なし＞

小口処理 モエン縦張り下端小口面および切断小口面は、モエンシーラーを
十分塗布し乾燥後、切断小口面が見える部分については専用補
修液を、それ以外の部分はモエンシーラーを塗布します。
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流れ側は切り物が入る可能性が

あるため、縦胴縁のみでは釘打ち

位置に下地を確保できません。

必ず横胴縁を入れてください。
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　１４）　笠木部

１－２３　各部の基本納まり図

　 　⑤通気見切縁

　 　●防水紙、胴縁を施工します。

　 　●通気見切縁を留め付ける位置にスペーサーを施工します。

　 　●通気見切縁を施工します。通気見切縁は釘またはビスで５００㎜以下の間隔で

　 　　 留め付けてください。

　 　●モエンを施工します。

　 　●笠木ファスナー取り付け部へ防水テープを捨て貼りし、笠木を取り付けます。

　 　●笠木と通気見切縁の取り合いをシーリング処理します。

　 　●笠木有効幅の選定は、通気見切縁の厚みを考慮してください。

　 　※厚み（ｔ） 通気見切縁１６�２７．５㎜　　通気見切縁２１�３２㎜

　 　●止水処理は、先行シーリングまたはＥＰＤＭなどとし、 空き寸法に合わせて隙間がないよう施工します。

　 　●笠木有効幅の選定は、通気見切縁の厚みを考慮してください。

　 　※通気用下地は長さ２m以下ごとに３０㎜以上の隙間を設けます。
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モエン

防水紙

笠木本体

防水テープ
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１６㎜厚品：横張り金具施工例

施工手順
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＜止水処理＞

または　ＥＰＤＭなど

笠木：鋼板（現場調達品）

通気用下地（厚12以上・幅90以上※）

防水テープ

１６㎜厚品：横張り金具施工例




